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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
私
ど
も
議
会
の
活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
議

員
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
世
界
規
模
で
感
染
拡
大
し
、
国
内
で
は
首

都
圏
を
中
心
に
感
染
者
が
急
増
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
や
学
校
の
休
業
要
請
な
ど
が
行
わ
れ
た
他
、
様
々
な
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
と
な
り
、
町
民
の
生
活
と
地
域
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
少
し
で
も
早
く
終
息
す
る
と

共
に
、
町
民
皆
様
の
命
と
健
康
、
そ
し
て
住
民
生
活
や
地
域
経
済
な
ど
を
守
る
た
め
に
、
町

と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
感
染
症
に
対
応
す
る
べ
く
様
々
な
課
題
に
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に
も
よ
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
延
期
さ
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
本
町
で
も
国
土
交
通

省
が
主
催
と
な
る
一
都
六
県
総
合
水
防
演
習
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

予
定
ど
お
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
共
に
、
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
、
様
々
な
効
果
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
第
六
次
総
合
計
画
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
地
方
創
生
の
推
進
に
よ
り
、

人
の
交
流
促
進
、
活
力
溢
れ
た
地
域
社
会
の
実
現
と
、
人
口
減
の
対
策
を
実
行
し
、
新
規
工

業
団
地
の
進
展
、
そ
し
て
商
業
施
設
の
誘
致
、
利
根
川
新
橋
建
設
の
促
進
な
ど
、
魅
力
あ
る

町
に
す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
全
議
員
は
、
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
と
連
携
し
、
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、

頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
く
み
の
り
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

千
代
田
町
議
会
議
長

◎総務産業常任委員会
委 員 長　大谷　純一
副委員長　原口　　剛
委　　員　小林　正明
　　　　　大澤　成樹
　　　　　金子　浩二

◎文教民生常任委員会
委 員 長　酒巻　広明
副委員長　橋本　博之
委　　員　髙橋　祐二
　　　　　川田　延明
　　　　　森　　雅哉
　　　　　橋本　和之

議　長　柿沼　 己
副議長　森　　雅哉
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元気に未来志向で活動元気に未来志向で活動
安心安全元気で活力ある町づ安心安全元気で活力ある町づ
くりに努めます。 柿沼くりに努めます。 柿沼

一念天に通ず一念天に通ず
今年も強い信念を持って行動今年も強い信念を持って行動
していきます。 森していきます。 森

議員はどうあるべきか議員はどうあるべきか
批判・監視の出来る議員とし批判・監視の出来る議員とし
て頑張ります。 大谷て頑張ります。 大谷

凡事徹底に努めます凡事徹底に努めます
皆様が健康で豊かな生活への皆様が健康で豊かな生活への
実現を願います。 酒巻実現を願います。 酒巻

町民のしあわせのため町民のしあわせのため
議会の役割をしっかり果たし議会の役割をしっかり果たし
ていきます。 髙橋ていきます。 髙橋

おめでとうございますおめでとうございます
皆様の声を聞き本年も町づく皆様の声を聞き本年も町づく
りに頑張ります。 小林りに頑張ります。 小林

謹賀新年謹賀新年
住みよい町にする為に皆で頑住みよい町にする為に皆で頑
張りましょう。 川田張りましょう。 川田

全体を最適に！全体を最適に！
みんなが良くなるように考えみんなが良くなるように考え
抜き実践します。 橋本和之抜き実践します。 橋本和之

皆様の声をカタチに！皆様の声をカタチに！
必要な人・場所に必要な支援必要な人・場所に必要な支援
を届けます。 大澤を届けます。 大澤

見かけたら声かけて見かけたら声かけて
地域に密着し、町民が報われ地域に密着し、町民が報われ
る行動をします。 原口る行動をします。 原口

新時代の幕開け新時代の幕開け
革新して行く時代を皆さんと革新して行く時代を皆さんと
共に頑張ります。 橋本博之共に頑張ります。 橋本博之

がんばりましょうがんばりましょう
コロナの危機を町民一致団結コロナの危機を町民一致団結
して乗り越えましょう。 金子して乗り越えましょう。 金子

議員議員に聞いたに聞いた今年の抱負今年の抱負
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町民の命と生活を守るために町民の命と生活を守るために
第２弾 コロナ対策「独自支援策15項目」

☆ふるさとを遠くで見守る学生応援事業
 実施期間 　令和２年10月15日～３年２月28日

☆出産祝い事業　☆新生児特別定額給付金事業
 実施期間 　令和２年11月２日～３年４月30日

☆修学旅行キャンセル料支援事業
 実施年度 　令和２年度

☆学校ICT環境整備事業
 実施年度 　令和２年度

　感染症の影響を受けている千代田町出身で町外在住の学
生を支援するために、町の地域産品を給付します。

出産祝い事業 　次代を担う子どもの出産を祝福し、令和２年４月
１日から令和３年３月31日までに生まれ、出生により住民登録され
た子どもの保護者に対し、出産祝品を支給します。
 新生児特別定額給付金事業 　新生児を抱える世帯の金銭的負担軽
減のため、令和２年４月28日から令和３年３月31日までに生まれ、
出生により住民登録された子ども１人につき３万円の給付金を支給
します。

　感染症の影響により、修学旅行の中止、または、延期によりキャンセル料が発生した場合について、保護者
の経済的な負担軽減を図るために、財政的支援を行います。

　GIGAスクール構想の実現のため、小
学１年生から中学３年生までの全児童・
生徒を対象とした１人１台端末と高速大
容量通信に対応した校内ネットワーク環
境などを整備します。

日帰りの修学旅
行でしたが友達
との楽しい思い
出が出来ました。

何度も修学旅行
日が変更になっ
たので中止にな
るのではと心配
しましたが行く
ことが出来て良
かったです。

楽しい思い出が
出来ました。先
生方や関係者の
方に感謝します。

自粛中、一人で家にいて
も机に向かう事は少な
かったのでタブレットを
持ち帰って、家庭学習に
活用できるようになれば
助かります。

帰省するのが難しいなか、
千代田町の食材を食べら
れて嬉しかったです。

出産祝い有難うござい
ました。特にオムツは
助かります。クレパス
タオルがとても可愛
かったです！出産祝金
３万円大切に使わせて
いただきます。

上
かみ

村
むら

梓
あずさ

さん
（上五箇在住）

樗
おおて

木
き

悠
ゆ

奈
な

さん
（上五箇在住）

増
ます

田
だ

莉
り

子
こ

さん
（上五箇在住）

町
まち

田
だ

千
ち

恵
え

さん・愛
あい

さん
（上五箇在住）

三
さえ

枝
ぐさ

真
しん

也
や

さん
（上五箇出身）

亀
かめ

山
やま

朱
あ

優
ゆ

美
み

さん、陽
あき

人
と

くん
（福島在住）
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特集 コロナウイルス感染からコロナウイルス感染から
第１弾 コロナ対策「独自支援策11項目」

☆子育てがんばろう！応援給付金支援事業
 実施期間 　令和２年６月１日～12月28日

☆中小企業者等緊急支援金支給事業
 実施期間 　令和２年６月22日～10月30日

☆飲食店利用促進スタンプラリー事業
 実施期間 　令和２年７月１日～９月30日

　休校や登園自粛となっていた保護者の金銭
的負担の軽減のため、町独自の事業として対
象の子ども一人につき１万円の応援給付金を
支給しました。

　厳しい経営状況におかれている事業者を応援するた
め、令和２年２月から５月のいずれかの売上高が、前
年同月と比較してわずかでも減少している町内の中小
企業者及び個人事業主に対し、申請に基づき１事業者
あたり３万円を支給しました。

　町内飲食店の支援を目的とした『飲食店応援プロ
ジェクト「ちよだおなかSwitter（スイッター）」事業
の第２弾』として、楽しみながら飲食店を応援できる
特典付きのスタンプラリーを実施しました。
　３種類スタンプを集めると５百円の金券としてスタ
ンプラリー加盟店で利用できます。

第１弾 
☆離職者支援金支給事業　☆医療従事者等特別応援金支給事業　☆弁護士によ
る無料法律相談事業　☆小口資金保証料補助金及び利子補給金交付事業　☆畜
産業緊急応援金支給事業　☆配食サービス等利用料補助事業　☆奨学資金緊急
貸与事業　☆感染症対策用品購入事業

第２弾 
☆防災活動支援事業　☆感染症対策用品購入事業　☆感染症対策施設改修事業　
☆飲食店利用促進スタンプラリー事業　☆シティプロモーション事業　☆公立
館林厚生病院支援事業　☆感染対策移住者住宅取得費等補助金　☆学校保健特
別対策事業　☆学校給食関連事業者支援事業　☆妊婦、中学３年生・高校３年
生相当年齢の方のインフルエンザ予防接種費を助成

他 の 独 自 支 援 策

　読んでもらえる議会だより「大
河」を目指して、広報編集委員会
が議会だよりの作成に取組んでい
ます。これからも町民の声を聴
き、大河で届けていきます。町内
で議員のイン
タビューを見
かけたら、ご
協力よろしく
お願いします。

マスクや消毒剤等のコ
ロナ対策商品の高騰に
家計が大変でした。応
援給付金が助かりまし
た。

売上は大幅減ですが、役
場の皆さんや商工会の仲
間・常連さんなど地区の
皆さんが食事に来てくれ
たりテイクアウトの注文
をして頂けるので頑張れ
ます。

コロナ感染症対策の物
品を用意するのに経費
が掛かったので助かり
ました。

橋
はし

本
もと

美
み

央
お

さん
恋
そ

空
ら

さん、大
たい

瑶
よう

くん、向
ひ ま わ り

日葵さん
（上中森在住）

三
み

上
かみ

和
かず

幸
ゆき

さん
（飲食店経営・赤岩在住）

樗
おおて

木
き

有
ゆ

香
か

里
り

さん
（エステ店経営・上五箇在住）

あなたの声を
ご意見
ご感想

どんなことでも

あなたの声で
　　　議会が変わる
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令和２年
12月定例会
12
４

12
11

（８日間）
 本　会　議 
４日　一般質問
７日・11日

議案審議他
 常任委員会 
８日　総務産業
９日　文教民生

問

町
全
体
な
の
か
。
ま

た
千
代
田
第
二
工
業
団
地

に
限
定
す
る
も
の
な
の

か
。

答

千
代
田
第
二
工
業
団

地
に
限
定
す
る
も
の
で

す
。

寄
附
金
額
は
前
年
度

を
上
回
っ
て
い
ま
す

問

当
初
予
算
５
千
万
円

に
７
千
万
円
を
追
加
、
歳

出
は
見
込
め
る
最
大
で
計

上
し
、
差
額
が
有
る
と
思

う
が
い
つ
だ
す
の
か
。

答

11
月
末
で
前
年
度
額

を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い

て
、
１
億
２
千
万
円
で
見

積
り
ま
し
た
。
差
額
に
つ

い
て
は
、
３
月
の
補
正
予

算
で
計
上
し
、
最
終
は
決

算
に
な
り
ま
す
。

老
朽
化
に
よ
り
１
基

を
撤
去
し
ま
す

問

東
小
学
校
ナ

イ
タ
ー
照
明
工
事

の
内
容
は
。

答

ナ
イ
タ
ー
照

明
１
基
が
老
朽
化

に
よ
り
倒
壊
す
る

危
険
性
が
あ
る
の
で
、
柱

と
付
随
す
る
投
光
器
を
撤

去
す
る
も
の
で
す
。

総
務
費
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業

飲
食
店
や
事
業
者
へ

の
支
援
に
な
れ
ば

問

２
千
冊
増
刷
す
る
理

由
と
目
的
は
。

答

当
初
は
、
６
千
冊
を

発
行
す
る
予
定
で
し
た
が
、

相
当
数
の
申
込
み
が
あ
り
、

町
民
の
方
に
交
付
金
の
恩

恵
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と

で
飲
食
店
や
事
業
者
へ
の

支
援
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

５
年
の
サ
ポ
ー
ト
期

間
も
前
払
い
金
額
に
含
ま

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

５
年
後
の
Ｐ
Ｃ
機
器
（
９

４
８
台
）
更
新
時
約
４
千

万
円
か
か
る
が
、
対
応
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答

サ
ポ
ー
ト
の
経
費
も

金
額
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
は

国
の
補
助
金
等
は
未

定
で
す
が
、
県
と
協

議
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。
町
の
財
政
で

は
、
単
年
度
で
の
更

新
は
難
し
い
で
す
。

問

ラ
イ
セ
ン
ス
の

使
用
に
つ
い
て
は
。

答

５
年
契
約
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
に
つ
い

て
は
、
相
手
方
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

千
代
田
町
企
業
誘
致

促
進
条
例
の
制
定

総
務
費
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
制
度
充

実
事
業

小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
環
境
整
備

事
業

教
育
費
社
会
体
育

施
設
管
理
事
業

　

令
和
２
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
、

12
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
８
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
総
合
計
画
基
本
構
想

を
始
め
と
す
る
条
例
制
定
や
条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
他
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

町
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
関
係
他

千代田町立小中学校GIGAスクール
環境整備事業概要

　千代田町立東小学校、西小学校及び千代田中学校の計３校にお
けるGIGAスクール環境整備事業の機器整備、及びネットワーク
整備、並びに運用サポート。

〇児童・生徒・教職員用PC ……………… 948台
〇充電保管庫 …………………………………36台
〇校内ネットワーク整備 …………………… 一式

進
出
企
業
に
優
遇
措

置
を

児
童
生
徒
に
一
人
一
台

の
パ
ソ
コ
ン
を
整
備

ふるさと応援寄附金
パンフレット

販売となったプレミアム付商品券
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審議議案と議員の賛否
上程された議案・概要・結果

金
子　

浩
二

橋
本　

博
之

原
口　
　

剛

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

髙
橋　

祐
二

小
林　

正
明

柿
沼　

己

議決結果
（賛成：反対）

総合計画基本構想
◇千代田町第六次総合計画基本構想【現在の第五次総合計画が今年度を持って
終了することから、令和10年度を目標年度とする第六次総合計画基本構想を策定
するもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例制定（P.6）
◇千代田町企業誘致促進条例の制定【企業立地の促進と雇用機会の拡大を図るた
めに、進出する企業に対し優遇措置を講じるもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例の一部改正等
◇千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例【保険税の負担水準につい
て、被保険者に不利益等が生じないよう軽減判定基準の見直しを行うもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町児童館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例【旧東幼稚
園舎を世代間交流施設として改修し、児童館を移転することに伴い、改正を行う
もの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町介護保険条例及び千代田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正
する条例【地方税法の延滞金に係る規定が改正されたことに伴い、本条例におい
ても所要の改正を行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

令和２年度　補正予算（P.6）
◇一般会計（第６号）
【１億1,508万円を追加し、総額67億2,503万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇国民健康保険特別会計（第３号）
【57万円を追加し、総額13億3,121万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇後期高齢者医療特別会計（第１号）
【61万円を追加し、総額１億3,271万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇介護保険特別会計（第３号）
【9,102万円を追加し、総額10億1,665万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇下水道事業特別会計（第２号）
【５万円を追加し、総額２億4,808万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

業務委託契約の締結（P.6）
◇業務委託契約の締結【小中学校GIGAスクール環境整備事業として、児童生
徒に一人一台端末、及び高速大容量の校内ネットワーク環境を整備するもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

人事（P.7）
◇千代田町教育委員会の委員の任命の同意
【再任：吉羽静江氏（邑楽町在住）任期４年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

◇人権擁護委員の推薦につき意見を求める諮問
【新任：大谷ひとみ氏（舞木在住）任期３年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

工事請負契約の締結（P.8）
◇工事請負契約の締結【都市計画道路延伸事業や公共施設の長寿命化、費用負
担の軽減等により、保健センターを総合福祉センターに機能移転する複合化事
業として行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

◇千代田町教育委員の任命に同意
　任期満了に伴う千代田町教育委員の任命について、同意を求める
議案が提出され、同意しました。

◇人権擁護委員の推薦に同意
　任期満了に伴う人権擁護委員の推薦について、意見を求める諮問
が提出され、同意しました。

吉 羽　静 江 氏
（再任：邑楽町在住）

大 谷　ひとみ 氏
（新任：舞木在住）

人事案件
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令和２年

12月定例会
追加議案

問

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
営
し
て
お
り
、
保
健
セ

ン
タ
ー
（
役
場
職
員
）
が

一
緒
に
な
り
財
産
区
分
の

取
決
め
は
あ
る
の
か
。

答

総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
町
有
財
産
で
、
町

が
管
理
運
営
を
行
い
、
社

会
福
祉
協
議
会
は
各
種
事

問

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

ボ
ー
ナ
ス
が
下
が
っ
た
の

か
。

答

コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
多
々
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す

が
、民
間
が
年
４・

46
月
で
、
公
務
員

が
年
４
・
50
月
と

い
う
こ
と
で
、
格

差
是
正（
人
事
院

勧
告
）の
た
め
０
・

05
月
を
下
げ
て
年

４
・
45
月
に
す
る

も
の
で
す
。

業
に
専
念
し
て
も
ら
い
、

方
針
が
決
ま
り
次
第
報
告

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

北
側
駐
車
場
の
大
き

さ
と
完
成
は

問

北
側
駐
車
場
の
工
事

概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答

面
積
は
約
８
千
㎡
で

駐
車
台
数
は
約
３
０
０
台

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
測
量
及
び
設
計
を
進

め
て
お
り
、
工
事
完
了
は

令
和
３
年
10
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問

金
額
的
に
は
、
職
員

一
人
で
ど
の
位
の
減
額
に

な
っ
た
の
か
。

答

全
体
平
均
で
、
１
万

５
，
３
４
５
円
の
減
額
で

す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

千
代
田
町
総
合

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
改
修
増
築

工
事

千
代
田
町
職
員

の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

工
事
請
負
契
約

の
締
結

令和２年

第４回
臨時会
11
24
　

令
和
２
年
第
４
回
臨
時
会

で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
１

件
、
条
例
の
改
正
１
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

審議議案と議員の賛否

上程された議案・概要・結果
金
子　

浩
二

橋
本　

博
之

原
口　
　

剛

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

髙
橋　

祐
二

小
林　

正
明

柿
沼　

己

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項（P.8）

◇令和２年度千代田町一般会計補正予算（第５号）
【1,270万円を追加し、総額66億995万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例の一部改正（P.8）

◇千代田町職員の給与に関する条例【国の人事院勧告、及び群馬県の人事委員会
勧告に基づき、町職員の給与条例、議会議員の報酬条例、及び特別職の給与条例
について、期末手当の支給割合を一括して改定するもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

各年代ごとの減収額の平均

年代 減収額の平均

20代 １万30円

30代 １万3,953円

40代 １万9,529円

50代 ２万1,786円

職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
が

ど
の
位
下
が
っ
た
の

か

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
保

健
セ
ン
タ
ー
の
財
産

区
分
は

事務処理に取組む町職員

総合保健福祉センターの完成予想図
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６議員が登壇６議員が登壇

森　　雅哉 議員 P.10

①  「脱ハンコ」と呼ばれる、公印押印の省
略・廃止について

酒巻　広明 議員 P.12

①  安心して暮らせる公共交通の充実につ
いて

大谷　純一 議員 P.14

① 利根川河川内樹木について
② これからの千代田町はどうあるべきか

橋本　和之 議員 P.11

①  マナベインテリアハーツの商業地進出
について

②  農地の太陽光発電利用について

小林　正明 議員 P.13

①  移住定住の促進の考えについて

大澤　成樹 議員 P.15

①  新型コロナウイルス感染症対策について

アクリル板のついた議場

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（千代田町は答弁も含め40分以内で
す。）その中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、
または、質疑をすることです。議会だよりは、その内容を要約して報告します。
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脱ハンコを進めていくか

森　雅哉議員
M O R I  M A S A Y A

【 町長 】法令の範囲内で行っていきます

問　

脱
ハ
ン
コ
に
つ
い
て

政
府
あ
る
い
は
群
馬
県
か

ら
通
達
は
あ
っ
た
か
。

総
務
課
長　

総
務
省
自
治

行
政
局
長
や
群
馬
県
知
事

よ
り
、
各
地
方
公
共
団
体

に
対
し
、
押
印
等
の
見
直

し
に
向
け
た
取
組
み
を
お

願
い
す
る
旨
の
通
知
が
今

年
７
月
に
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

問　

本
町
に
お
い
て
脱
ハ

ン
コ
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
は
。

町
長　

国
が
定
め
た
法
令

や
要
綱
等
の
範
囲
内
で

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
押
印
を
無
く

す
こ
と
は
町
民
や
職
員
と

の
信
頼
関
係
は
も
と
よ
り
、

意
思
の
疎
通
も
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

本
町
の
判
断
だ
け
で

脱
ハ
ン
コ
に
関
し
て
行
え

る
も
の
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

職
員
の
み
が

関
係
す
る
庁
舎
内
の
書
類

に
つ
い
て
は
多
く
の
も
の

が
省
略
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

文
部
科
学
省
か
ら
押

印
の
見
直
し
の
通
達
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
。

教
育
長　

令
和
２
年
10
月

に
「
学
校
が
保
護
者
等
に

求
め
る
押
印
の
見
直
し
及

び
学
校
・
保
護
者
等
間
に

お
け
る
連
絡
手
段
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
」
と
い
う

通
知
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

学
校
で
は
印
刷
配
布

業
務
が
軽
減
さ
れ
、ア
ン

ケ
ー
ト
等
の
集
計
も
パ
ソ

コ
ン
で
処
理
で
き
る
た
め

業
務
改
善
に
つ
な
が
り
ま

す
。た
だ
、デ
ジ
タ
ル
環
境

の
対
応
が
難
し
い
ご
家
庭

も
あ
り
ま
す
の
で
、
書
面

に
よ
る
手
続
の
余
地
を
残

す
な
ど
学
校
現
場
と
調
整

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と

い
う
事
と
、押
印
の
省
略

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
。

総
務
課
長　

紙
か
ら
の
脱

却
に
よ
る
押
印
廃
止
が
加

速
さ
れ
れ
ば
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
拍
車
が
か
か
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

脱ハンコは窓口業務を簡略化する可能性があります

つぶやき

脱ハンコで書類の手続
きが簡略化されること
を望みます。
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土地売買契約の優遇策は

【 都市整備課長 】４奨励金です

問　

令
和
５
年
開
業
予
定

の
マ
ナ
ベ
イ
ン
テ
リ
ア

ハ
ー
ツ
と
の
土
地
売
買
契

約
の
具
体
的
な
優
遇
策
と
、

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
と
の
契

約
時
と
違
い
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
課
長　

商
業
施

設
立
地
促
進
奨
励

金
、
雇
用
促
進
奨

励
金
、
緑
地
設
置

奨
励
金
、
地
球
温

暖
化
対
策
奨
励
金

の
４
奨
励
金
で
す
。

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田

と
同
様
で
す
。

問　

残
り
の
商
業

用
地
は
除
草
作
業

を
増
や
す
な
ど
、

今
ま
で
以
上
の
管

理
が
必
要
だ
と
思

う
が
計
画
は
。

都
市
整
備
課
長　

マ
ナ
ベ

イ
ン
テ
リ
ア
ハ
ー
ツ
の
店

舗
運
営
に
影
響
の
な
い
よ

う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
定

期
的
な
除
草
作
業
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

問　

近
隣
自
治
体
と
比
べ

太
陽
光
の
設
置
件
数
が
多

い
よ
う
だ
が
、
本
町
は
認

可
が
取
り
や
す
い
の
か
。

産
業
観
光
課
長　

農
地
法

の
許
可
基
準
は
一
律
に
運

用
し
て
い
る
の
で
他
市
町

と
同
じ
で
す
。

問　

太
陽
光
を
所
有
管
理

し
て
い
る
業
者
が
倒
産
し

た
場
合
は
、
処
分
費
を
ど

う
す
る
予
定
か
。

建
設
環
境
課
長　

個
人
の

資
産
で
あ
り
町
が
関
与
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

農
地
所
有
者
が
農
地

中
間
管
理
事
業
に
貸
す
の

で
は
な
く
、
近
く
の
小
規

模
農
家
に
貸
す
理
由
は
何

か
。

産
業
観
光
課
長　

現
状
の

貸
借
で
満
足
し
て
い
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

問　

農
地
中
間
管
理
事
業

の
具
体
的
な
流
れ
は
。

産
業
観
光
課
長　

農
地
中

間
管
理
事
業
を
通
し
て
の

貸
借
に
す
る
の
か
意
向
を

聞
い
て
必
要
書
類
の
作
成

を
手
伝
い
ま
す
。そ
の
後
、

対
象
農
地
周
辺
を
耕
作
し

て
い
る
農
業
者
を
調
べ
交

渉
し
ま
す
。

問　

農
地
中
間
管
理
事
業

で
借
り
受
け
な
い
土
地
が

あ
る
と
聞
く
が
。

産
業
観
光
課
長　

再
生
不

能
な
遊
休
地
や
耕
作
困
難

地
な
ど
が
借
り
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
地
権
者
側
に

立
っ
た
対
応
を
し
ま
す
。

橋本 和之議員
HASHIMOTO KAZUYUKI 太

陽
光
の
認
可
が
取
り
や
す
い
の
か

【
産
業
観
光
課
長
】　

他
市
町
と
同
じ
で
す

マナベインテリアハーツ栃木大平店の様子

ますます開発が進む太陽光発電

つぶやき

農地中間管理事業を通
して、やる気のある農
家に農地を集約し、規
模と効率を高めてもら
いたい。
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町内公共交通の充実を

【 企画財政課長 】時代に即した在り方を検討したいです

酒巻 広明議員
SAKAMAKI  H IROAKI

問　

現
在
の
千
代
田
町
総

合
戦
略
に
公
共
交
通
の
充

実
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
へ

の
取
組
み
は
。

企
画
財
政
課
長　

バ
ス
車

両
更
新
や
時
刻
表
の
見
直

し
、
バ
ス
の
乗
り
方
の
周

知
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
４
月
か
ら
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
バ
ス
の

現
在
地
を
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
本
格
導
入
す

る
な
ど
の
取
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

問　

第
六
次
総
合
計
画
で

は
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

館
林
都

市
圏
地
域
公
共
交
通
計
画

を
関
係
す
る
１
市
４
町
で

策
定
し
、
今
後
５
年
間
に

お
け
る
館
林
都
市
圏
の
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。
持
続
可

能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め

た
い
で
す
。

問　

広
域
公
共
路
線
バ
ス

と
は
別
に
、
町
内
公
共
交

通
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

町
内
巡

回
線
な
ど
時
代
に
即
し
た

公
共
交
通
の
在
り
方
を
検

討
し
た
い
で
す
。

問　

交
通
弱
者
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
３

つ
の
補※

助
事
業
に
よ
り
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
こ
れ
ら
の
支
援
を
中

心
に
考
え
て
い
ま
す
。

問　

令
和
元
年
度
か
ら
広

域
公
共
路
線
バ
ス
を
利
用

す
る
遠
距
離
通
学
者
に
対

し
て
、
通
学
定
期
代
の
補

助
が
廃
止
さ
れ
た
が
見
直

す
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長　

バ
ス
運

賃
の
割
引
分
を
本
町
が
運

行
経
費
と
し
て
バ
ス
会
社

に
補
助
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
定
期
券
の
購
入
に
係

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
は
二
重
補
助
に
な

る
た
め
対
象
外
に
し
ま
し

た
。
今
後
も
再
対
象
と
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

問　

今
後
の
公
共
交
通
の

在
り
方
は
。

町
長　

本
当
に
生
活
の
足

が
必
要
な
方
に
対
す
る
支

援
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

※ 補助事業
高齢者等歩行補助用電動車等購入
費補助事業、介護用車両購入費等
補助事業、福祉公共交通利用料補
助事業

自治体初！茨城県境町で自動運転バスの定期運行が開始

つぶやき

安全で安心して暮らせ
るまちづくりへの取組
みとして、本町にあっ
た公共交通の充実を図
ることは重要と考えま
す。
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移住相談の考え方は

問　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
波

及
効
果
は
。

町
長　

多
く
の
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
、
リ
ピ
ー
タ
ー

と
し
て
本
町
を
訪
問
し
て

い
る
方
が
増
え
て
い
る
こ

と
や
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
の
寄
附
額
の
増
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
４
年

く
ら
い
で
寄
附
額
が
一
気

に
伸
び
て
お
り
、
昨
年
度

は
１
億
円
弱
で
し
た
。
交

流
人
口
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
の
関
係
人
口
も
大
き

な
波
及
効
果
で
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
。

問　

今
後
の
町
Ｐ
Ｒ
の
主

要
計
画
は
。

町
長　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
町
の

Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
決

定
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、

群
馬
テ
レ
ビ
に
委
託
し
て

作
成
を
行
う
「
群
馬
の
魅

力
再
発
見
」が
あ
り
ま
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
発

信
す
る
予
定
で
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
今
後

の
移
住
相
談
の
考
え
方
は
。

町
長　

対
面
で
の
移
住
相

談
会
は
中
止
と
な
り
、
代

わ
り
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談
会
が
開
催
さ
れ
、
10

月
24
日
に
は
邑
楽
館
林
地

域
移
住
相
談
会
に
参
加
、

12
月
19
日
に
も
オ
ー
ル
ぐ

ん
ま
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相

談
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
参
加
し
ま
す
。

問　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境

整
備
は
。

町
長　

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境

で
最
も
重
要
な
の
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
回

線
が
全
地
域
で
敷
設
さ
れ

て
お
り
問
題
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
町
は
東
京

か
ら
60
㎞
圏
内
に
あ
り
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
勧
め
の

移
住
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
活
用
し
、

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち
よ
だ

分
譲
地
の
販
売
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

小林 正明議員
KOBAYASHI MASAAKI

【 町長 】オンラインでPRしています

テレワークにピッタリな、ふれあいタウンちよだ

つぶやき

皆さんと力を合わせ、
本町の魅力度アップ。
首都圏から移住者を招
き入れましょう。
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千
代
田
町
総
合
戦
略
を
組

込
み
な
が
ら
よ
り
一
体
的
、

重
点
的
に
取
組
み
た
い
で

す
。

問　

農
業
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
の
問
題
は
。

町
長　

認
定
農
業
者
が
法

人
を
除
き
現
在
54
人
で
す

が
60
人
に
、
農
地
の
集
積

率
を
現
在
54
％
か
ら
60
％

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
者
が
農
業
を

継
続
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

新
規
就
農
を
志
す
方
の
支

援
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

商
業
用
地
と
商
店
減

少
の
問
題
は
。

町
長　

商
業
用
地
に
つ
い

て
は
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
を

核
と
し
て
、
マ
ナ
ベ
イ
ン

テ
リ
ア
ハ
ー
ツ
に
続
く
企

業
進
出
の
誘
致
を
進
め
、

商
店
の
減
少
に
よ
り
交
通

弱
者
に
よ
る
買
い
物
難
民

等
の
問
題
も
対
策
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

問　

将
来
的
に
西
邑
楽
三

町
等
で
合
併
す
る
考
え

は
。

町
長　

何
が
将
来
的
に
良

い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
状

況
が
来
ま
し
た
ら
、
み
な

さ
ん
と
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

問　

人
口
減
少
対
策
は
。

町
長　

現
状
で
は
目
標
を

下
回
っ
て
お
り
、
第
六
次

総
合
計
画
の
一
部
と
し
て

利根川河川内樹木の伐採は

問　

利
根
大
堰
周
辺
に
は

樹
木
が
繁
茂
し
て
い
る
が
、

国
交
省
の
対
応
は
。

建
設
環
境
課
長　

治
水
上

で
支
障
と
な
る
樹
木
や
土

砂
の
堆
積
等
の
状
況
を
見

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

問　

河
川
内
樹
木
が
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
増
水
時
に

利
根
大
堰
に
引
っ
か
か
っ

て
、流
れ
を
阻
害
し
た
り
、

上
中
森
・
下
中
森
の
堤
防

を
痛
め
た
り
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
伐
採
を
要
望
す

る
考
え
は
。

町
長　

利
根
大
堰
周
辺
は

埼
玉
県
側
か
ら
の
玄
関
口

で
す
の
で
、
治
水
対
策
や

観
光
的
景
観
、

自
然
保
護
を

総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら

国
に
強
く
要

望
し
て
い
き

た
い
で
す
。

【 町長 】国に強く要望していきたいです

人
口
減
少
対
策
は

【
町
長
】　 

重
点
的
に
取
組
み
た
い
で
す

大谷 純一議員
O Y A  J U N I C H I

つぶやき
立ち木や草が目立つ利根大堰付近

工業団地は工場だけで
なく、研究施設を誘致
するのも一手です。
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差別・偏見・いじめの防止対策は

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
差
別
・
偏

見
・
い
じ
め
の
被
害
者
、

加
害
者
と
な
ら
な
い
た
め

の
防
止
対
策
は
。

住
民
福
祉
課
長　
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
等

で
正
し
い
知
識
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
限
ら
ず
、
人

権
・
行
政
合
同
相
談
を
毎

月
第
２
水
曜
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

教
育
長　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
基
礎
知
識
に

つ
い
て
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
指
導
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等

の
支
援
も
得
ら
れ
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
相
談
の

有
無
と
対
策
は
。

健
康
子
ど
も
課
長　

特
に

あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
が

あ
っ
た
時
は
、
県
の
対
応

方
針
に
基
づ
き
、
身
近
な

か
か
り
つ
け
医
や
県
の
受

診
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

問　

町
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
は
。

総
務
課
長　

課
局
長
を
中

心
に
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
雰
囲
気

づ
く
り
を
心
が
け
る
よ
う

取
組
ん
で
い
ま
す
。
柔
軟

に
組
織
と
し
て
対
応
し
て

い
け
る
よ
う
な
職
場
の
風

土
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

自
殺
対
策
の
現
状
と

今
後
の
展
望
は
。

住
民
福
祉
課
長　

ゲ※

ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
人
数
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
ま

ず
は
地
域
の
皆
様
に
身
近

で
関
わ
り
の
あ
る
民
生
・

児
童
委
員
に
受
講
し
て
も

ら
う
予
定
で
す
。

問　

メ※

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
の
普

及
啓
発
は
。

住
民
福
祉
課
長　

多
く
の

町
民
の
皆
様
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
情

報
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

【 住民福祉課長 】正しい知識の普及・啓発に努めたいです

大澤 成樹議員
O S A W A  N A R U K I

※ ゲートキーパー
悩んでいる人に気づき、声をかけ、
話を聞いて、必要な支援につなげ、
見守る人のこと。
※ メンタルヘルスファーストエイド
メンタルヘルス（心の健康）の問題
を抱える人に対して、専門家によ
る支援の前に提供する支援のこと。

恐れるのは人ではなくウイルスです

つぶやき

自殺対策に係る人材の
養成は急務です！
多くの方々にゲート
キーパー養成講座を受
講してもらいたい。
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　2024年より新一万円札に肖像が刷られる「渋沢
栄一」の記念館と令和２年７月27日に新庁舎開庁
式を行った深谷市議会議場の視察を行いました。
　コロナ禍の中、深谷市議会の皆様には快く視察を
受け入れてもらい、大変ありがとうございました。
　深谷市を上げて、渋沢栄一ブームの盛り上がりを
感じ受けました。
　また、議場では最先端の映像技術を取り入れ、ネッ
トに配信出来ることは開かれた議会につながると思
いました。

　本町においても「千代田の祭川せがき」や「ちよ
だ利根川おもてなしマラソン」をはじめ、「千代田町の
日帰りおすすめ観光コース」等を企画し歴史や文化・
飲食の魅力を発信し交流人口増につなげています。
　新たな観光資源の発掘やイベントの見直し情報発
信の方法等をコロナ禍の今、考えコロナ終息後にい
ち早く町外へPRできるようにしてほしいです。
　また、本年度はコロナの影響で議会報告会が開催
できません。私たち議員の活動を広く発信する方法
についても、しっかりと検討していきたいと思います。

金子 浩二　記

訪れたくなる「まち」を目指して

総務産業常任委員会
令和２年12月22日実施
場所：深谷市「渋沢栄一記念館」
　　　深谷市役所

アンドロイドが渋沢栄一の在りし日の考え方を今に伝えます

全市をあげて渋沢栄
一観光ブーム。

大谷

コロナ禍、道徳経済
合一説に感銘。

原口

町の周遊観光開発の
参考になった。

小林

観光資源の発掘で町
の魅力度アップ。

大澤

渋沢氏の事を詳しく
知りたくなりました。

金子

渋沢栄一記念館を訪
問してほしい。

柿沼

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

深谷市議会議場
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　新型コロナウイルス感染症の影響と対策について
町内施設の実際の状況を知るために現地視察を行い
ました。
　 東 部 運 動 公 園 内 のKAKINUMAア ク ア、
KAKINUMAアリーナの各施設、コスメ・ニスト千
代田町プラザ、山屋記念図書館を訪問しました。そ
して担当者から説明を受け、令和２年３月頃から
行っている施策や入場者数の推移、現在の対応を聞
き、その状況を実際に見てまわりました。
　どの施設も入口で体温のチェックと手指の消毒を
行っていて、状況によっては町外からの入場規制を
行ったり、利用人数の制限を行っています。室内の
換気状況については、窓を開けたり換気扇を常時回
しているため良好です。こまめに清掃や消毒が行わ
れており、机や椅子など備品のレイアウトの変更や
使用制限も行われていました。
　また、どの施設も利用者の体温や氏名、連絡先等
を記録として保管するなど拡大防止対策も行われて
います。

　以前のように気楽に施設を使用できないのは残念
ですが、色々な工夫をしながら継続して使用できる
ように努力をされている様子を確認することが出来
ました。
 森 雅哉　記

コロナ禍における町内施設の状況を確認

視察レポート
文教民生常任委員会

令和２年12月22日実施
場所： 東部運動公園、コスメ・ニスト千代田町プラザ、
　　　山屋記念図書館

３密を避けるためロッカーの使用を制限

感染拡大防止へご協
力を。

酒巻

コロナ対策に尽力す
る皆様に感謝。

橋本博之

コロナ対策がしっか
りとられていた。

髙橋

各施設、適切な対応
で安全活用を！

川田

感染症対策に尽力さ
れています。

森

町施設が休館になり
ませんように。

 橋本和之

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課
開催日：令和２年12月８日開催日：令和２年12月８日

大谷 純一（委員長）
原口　 剛（副委員長）
小林 正明
大澤 成樹
金子 浩二

寶ほ
う

林り
ん

寺じ（
新
福
寺
地
内
）

寺※

泊
へ
一
歩
前
進
！

　

国
の
進
め
る『
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
』の
中
の
『
城
泊
・
寺
泊

に
よ
る
歴
史
的
資
源
の
活
用

事
業
』に
寶
林
寺
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
11
月
30
日
に
観
光
庁

職
員
が
寶
林
寺
を
視
察
し
、

寺
泊
に
向
け
た
打
合
せ
を
行

い
ま
し
た
。

問
都
市
計
画
道
路
赤
岩
新

福
寺
線
の
赤
岩
工
区
は
道
路

が
完
成
し
て
い
る
が
、
舞
木

工
区
は
県
道
に
道
路
が
接
続

し
て
い
な
い
、
い
つ
に
な
る

の
か
。

答
大
泉
警
察

署
や
県
の
公
安

委
員
会
と
信
号

機
の
部
分
も
含

め
て
協
議
中
で
、

全
面
開
通
（
令

和
６
年
度
目
標
）

は
広
域
農
道
ま

で
接
続
し
な
い

と
難
し
い
状
況

で
あ
り
、今
後
、

部
分
開
通
さ
せ

て
区
域
内
の
住

民
が
使
え
る
よ

う
に
協
議
中
で

す
。

意
見
交
換

遊
休
農
地
解
消
に
向
け
た

取
組
み
に
つ
い
て

執
行
部
本
町
の
耕
地
面
積

は
田
７
４
８
ha
、畑
１
７
５

ha
の
合
計
９
２
３
ha
で
遊
休

農
地
面
積
は
10・86
ha
で
す
。

議
員
多※

面
的
機
能
支
払

交
付
金
活
用
の
Ｐ
Ｒ
が
町
と

し
て
足
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。執行

部
現
在
は
、
木
崎
地

区
で
し
か
活
動
し
て
い
な
い

で
す
が
、
地
域
の
機
運
が
盛

り
上
が
れ
ば
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。

利
根
川
河
川
敷
の
利
活

用
に
つ
い
て

議
員
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
が

出
来
る
の
で
は
。

執
行
部
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

も
利
根
川
の
場
所
に
よ
っ
て

エ
ン
ジ
ン
の
有
無
で
利
用
区

域
を
分
け
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
け

の
利
用
者
に
お
い
て
も
区
域

を
分
け
、
活
用
し
た
方
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

所
管
と
の
質
疑

全
面
開
通
は
広
域
農
道

ま
で
延
伸
し
て
か
ら

多
目
的
レ
ジ
ャ
ー
に
役

立
て
よ
う

も
っ
と
交
付
金
活
用
を

※
寺
泊

寺
院
を
使
っ
た
宿
泊
体
験
。

※
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

水
路
、農
道
、た
め
池
お
よ
び

法
面
等
、農
業
を
支
え
る
共

用
の
設
備
を
維
持
管
理
す

る
た
め
の
地
域
の
共
同
作

業
に
支
払
わ
れ
る
交
付
金
。

水防演習終了後の利活用で町の活性化を

部分開通でもして欲しい都市計画道路（舞木地内）

寺泊が期待される寶林寺
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文教民生常任委員会文教民生常任委員会
税務会計課／住民福祉課／健康こども課／教育委員会税務会計課／住民福祉課／健康こども課／教育委員会
開催日：令和２年12月９日開催日：令和２年12月９日

酒巻 広明（委員長）
橋本 博之（副委員長）
森　 雅哉
髙橋 祐二
川田 延明
橋本 和之

「
子
ど
も
安
全
協
力
の
家
」

を
児
童
に
直
接
伝
え
ま

す問
東
小
学
校
に
お
け
る

「
子
ど
も
安
全
協
力
の
家
」

の
利
用
者
が
少
な
い
が
周
知

方
法
は
。

答
西
小
学
校
で
は
、
年
度

初
め
の
下
校
時
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

児
童
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

東
小
学
校
で
は
、
入
学
説
明

会
の
時
に
保
護
者
に
説
明
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
児
童

に
直
接
伝
え
ま
す
。

ク
ラ
ス
編
成
や
人
員
確

保
等
で
調
整
し
ま
す

問
令
和
３
年
度
、東
・
西
こ

ど
も
園
入
園
申
込
状
況
に
お

い
て
３
号
認
定
児（
保
育
園

的
利
用
・
０
〜
２
歳
児
）が

増
え
る
が
人
員
の
対
応
は
。

答
ク
ラ
ス
編
成
や
人
員
配

置
等
の
調
整
を
し
ま
す
。
人

員
が
不
足
す
る
場
合
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
等
の
募
集

を
お
こ
な
い
人
員
確
保
に
努

め
ま
す
。

意
見
交
換

税
の
収
納
率
向
上
に
向

け
て

議
員
国
民
健
康
保
険
税

の
徴
収
率
が
低
い
が
対
応

は
。

執
行
部
外
国
人
の
方
が
転

入
・
転
出
す
る
際
の
来
庁
時

に
、
住
民
窓
口
で
保
険
税
の

制
度
や
仕
組
み
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
説
明
し
納
税

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。町長

町
税
等
の
納
付
方

法
に
は
、
会
計
窓
口
・
金
融

機
関
窓
口
の
他
に
手
数
料
が

か
か
る
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

が
あ
り
ま
す
。
出
来
る
限
り

口
座
振
替
や
会
計
窓
口
・
金

融
機
関
窓
口
で
の
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。

議
員
自
立
支
援
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
介
護

予
防
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
。執行

部
介
護
支
援
の
必
要

な
方
に
は
、
専
門
家
を
家
庭

等
に
派
遣
し
て
相
談
対
応
を

し
て
い
ま
す
。

執
行
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
る
介

護
予
防
教
室
に
お
い
て
も
専

門
職
の
方
に
お
願
い
を
し
て

介
護
予
防
に
努
め
て
い
ま

す
。

所
管
と
の
質
疑

※
地
域
共
生
社
会

「
縦
割
り
」
や
「
支
え
手
」

「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を

超
え
て
、
住
民
一
人
ひ
と

り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い

く
社
会
。

介
護
予
防
に
つ
い
て

町
税
等
の
納
付
は
口
座

振
替
や
会
計
窓
口
・
金

融
機
関
窓
口
へ

地※

域
共
生
社
会
へ
の
地

域
づ
く
り
強
化
に
取
組

む

介護予防教室に参加し健康長寿へ

手づくり給食を食べる乳幼児
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議会を傍聴しませんか？

令和２年度の議会報告会は中止となりました
　町民に開かれた議会と一層の議会改革を目指して、例年議会報告会を開催していました。最後
まで開催の準備を続けたものの、新型コロナウイルス感染症が全国的に広がっていることを受け、
今年度の開催を中止とすることといたしました。

次回の定例会は、３月９日火～３月19日金の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

Vol.3
将来を担う若者達

に聞きました！

議会広報編集委員会
委
員
長

大
澤　

成
樹

副
委
員
長

金
子　

浩
二

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

橋
本　

和
之

委

員

酒
巻　

広
明

委

員

原
口　
　

剛

委

員

橋
本　

博
之

今号の表紙
～未来のオリンピック選手へ～
　第26回千代田町近県レスリング大会が令和２年12月５
日（土）、KAKINUMAアリーナで開催されました。大会
には県内10チーム141人がエントリー、日頃の練習の成
果を思う存分発揮し、次代のオリンピック選手になるた
めライバルと戦いチヤンピオンを目指しました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

将来の夢は「公務員」
 地域政策に関わりたい

❶政治について興味を持つようになった。その分
野で仕事をしていきたい。
県の地域政策、政治経済の
勉強をしている。
❷あまり変わっていないが、道
路が良くなるのはいいこと。
❸駅がなく、移動が大変。交
通が不便と思う。この風景
がいいので、あとは今のま
まがいい。

将来の夢は「システムエンジニア」
 あらゆる分野のシステム開発に関わりたい

❶町の改善には複数の事柄や状況に対応して考え
なければうまくいかないと
痛感した。

❷GIGAスクール、利根川水
防演習会場の完成。

❸千代田町に暮らす人々によ
るボランティア活動を手広
くおこなって、人と町の潤
いに繋げてもらいたい。

「子ども議会」参加者
　「将来を担う若者達」は、３年前に実施した「子ども議会」に参加した皆様をご紹介します。
　今回は、12人の内の２人にご協力をいただきました。

❶子ども議会での経験を経て今は？
❷その後の３年で千代田町はどう変わりましたか？
❸今後、千代田町に期待することは？

杉嵜　一馬さん
（舞木在住）

八山　椋成さん
（舞木在住）

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

取材議員のひとこと

「子ども議会」に参加して、自分も政治に参加
出来るという実感を持っていただいたようで良
かったです。

大谷森

議会を傍聴される方への注意事項
・手洗いや手指消毒液の使用
・マスクの着用
　なお、次のような症状がある場
合は、入場をお断りすることがあ
ります。
・風邪の症状がある。
・37.5度以上の発熱がある。
・咳が出る。

Q&A
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